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【概要】特許業務において最も重要な能力が発明の本質である「着想命題」を抽出する能力（目利き能力）である。この能力は、出願時においては良い明細書と図面を作成するためにおいて必要である。また、事業発展のための特許戦略を立案する上でも必要である。しかし、知的財産権法のテキストは山ほどあるが、目利き能力の鍛錬や試験のためのテキストは見当たらない。そこで、「請求項」、「発明の効果」、「事業」の間の相互想定をするという、目利き能力の鍛錬と試験の方法を具体的に示す。
【発明の本質とは】
特許第２７５１４２４号の請求項１に記載の発明をした時の私の体験をもとに、発明の本質である「着想命題」を説明する。

請求項１：予めさまざまな心理的条件下で質問への回答を得て、それらの回答から本人度算出のための知識データを得る知識データ作成手段と、
操作者に対する質問を複数提示する提示手段と、
提示された前記複数の質問への操作者の各回答から、各回答毎の多値の本人度を前記知識データを用いて算出する本人度算出手段と、
前記本人度算出手段によって算出された各回答毎の多値の本人度を総合評価して得た総合評価値を所定の閾値と比較して本人であるか否かを判別して、個人照合を行う総合評価手段と、
を具備することを特徴とする
個人照合装置。

発明者である私が、この発明をする時に得た技術思想は、次のとおりである。

「価値観はコピーできないし、置き忘れたり盗まれたりすることもなく、常に本人の脳のなかにある。価値観は細かく見れば個人ごとに相違するので、価値観で本人照合ができる。しかし、価値観をそのままデータとして取り出すことは不可能である。価値観を反映すると思われる多数の質問への回答データは、個人照合可能なデータとして取り扱える。ただし、回答時の本人の心理的条件が質問への回答に影響を与える可能性があるので、あらかじめ調査して、安定した回答を与える質問を選択しておく必要がある。」
このように、技術思想は「もの」の組み合わせでは表現されておらず、「ＳはＡである。」というような命題を多数含むものとなっている。
すなわち、「価値観はコピーできない。」，「価値観は置き忘れることも盗まれることもない。」，「価値観は常に本人の脳の中にある。」，「価値観は細かく見れば個人ごとに相違する。」，「価値観で本人照合ができる。」，「価値観を反映すると思われる多数の質問への回答データは、個人照合可能なデータとして取り扱える。」という命題の集合である。このような命題の集合が、発明者である私からみた、この発明の技術思想である。
この命題の集合の中には、請求項１で実現される発明の効果である「照合データが盗用されることがなくなる」を実現できる原理としての「価値観はコピーできない」と「価値観で本人照合ができる」と「価値観を反映すると思われる多数の質問への回答データは、個人照合可能なデータとして取り扱える。」との命題が存在する。このような発明の本質部分の命題が先に生まれ、その命題に基づいて既存機能をうまく組合わせて、請求項１にあるような発明の構造を創作したのである。
すなわち「既存機能の価値ある組合せ構造を導く新たな命題」こそが、発明の本質であり、これを「着想命題」と名付ける。着想命題を把握すれば、既存機能の他の組み合わせ構造も容易に発想できるし、その発明を応用した事業のキーポイントも容易に認識できる。着想命題を見抜く能力こそが、「目利き能力の核心」である。また、発明の創造において、着想命題を創造した人の発明完成への貢献は非常に大きいと言える。
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【発明の本質を抽出するには】
発明を示された場合に、その発明の本質である着想命題を抽出するには、発明と公知技術の相違点を抽出するというレベルを超えて、発明の背景にあり既存機能の組み合わせ構造を主導した「着想命題」の仮説を設定し検証するという事の繰り返しが必要である。このような仮説設定と検証で、短時間で着想命題を得られる人が「目利き」である。

【知財人材育成のキーポイント】

· 知財人材に目利きを増やすことが必要
知財を活用して顧客価値を競争優位に提供する事業を実現するためには、顧客価値の観点で「着想命題」を認識した上で、その着想命題に合致する知財を抽出し、その知財をカバーする知財権の取得と活用を知財人材は行なわねばならない。そのための能力の柱は、知財権法の知識ではなく、知財に関する目利き能力である。したがって、事業貢献できる知財業務を行なえるためには興味と能力の優先順位は下記のＡとならねばならない。


Ａ：　知財権法＜知財権＜知財＜事業貢献
Ｂ：　知財権法＞知財権＞知財＞事業貢献

言い換えると、特に企業の知財部員の興味と能力の優先順位は、上記のＡとなるべきである。しかし、現実はその逆のＢになっている場合が多く、これが企業の知財活動が事業貢献できにくい場合の根本原因となっている。

●知財権法＜知財権＜知財＜事業貢献　の優先順位で知財教育の再構成が必要
知財業務では、たとえば下記の①から⑤のような疑問を持ち、「目利き能力」で抽出した「発明の本質」を示す着想命題に基づいた選択と集中をしながら、この疑問への回答を形成していくことが必要となる。このような事を行なえる能力を知財教育で養成することが、事業貢献できる知財人材の育成に必要である。すなわち、知財教育では前記Ａの優先順位とすることが合理的である。言い換えれば、現在の一般的な知財教育は前記Ｂの優先順位となっているので、それで事業貢献できる知財人材を育成することは至難である。

①ある商品分野において、何が優先順位の高い顧客価値となり、その顧客価値を得るために、どのような機能をユーザは注目するようになるのか？
②ユーザが注目する機能をどのような技術で実現すると、競争力が得られるのか？
③競争力が得られると思われるその技術は、その注目機能においてどこまでの性能を達成できる潜在力を持っているのか？
④自分たちは、その注目した技術に関して、世界一のレベルを実現できるのか？
⑤さらには、その技術を独占するか、自由に実施できるための知的財産権を自分たちは確保できるのか？

【知財人材教育の改革の具体的方法】
●発明の本質抽出能力の鍛錬と試験の方法
発明の本質抽出能力の鍛錬と試験に、次の（１）から（３）の方法（Hisano Method）が効果的である。
（１）請求項を示し、その請求項の発明で実現できる「発明の効果」を述べさせる。
（２）請求項と、その請求項の発明で実現できる「発明の効果」を示し、その発明の効果を達成できる他の請求項を述べさせる。
（３）「発明の効果」をもとに、その発明を実施することで可能となると思われる商品やサービスの事業を述べさせる。

上記の（１）から（３）において、①公知文献、②現在の競合製品または競合企業の将来技術戦略、③現在の自社製品または自社の将来技術戦略、を前提条件として、色々な組み合わせで示すということで、さらに高度な鍛錬や試験とすることもできる。この方法で自然と着想命題を獲得する能力が育成されるが、上記の（２）において、「着想命題」を述べさせることは、さらに有効である。しかし、「着想命題」を述べられるようになるには「内省」により、自分自身の思考プロセスを客観的分析する訓練がさらに必要となる。
●鍛錬や試験に活用できる問題の例
次の請求項１の記述をもとに、（１）、（２）、（３）に答えなさい。
 【請求項１】
昇降自在に配置された踏板と、
扉の閉方向にかけて下降傾斜した吊扉用レールと、
前記扉を前記吊扉用レールに移動自在に支持した扉支持体と、
前記扉の開方向にかけて下降傾斜して前記扉に固定された開扉レールと、
前記踏板の下降時に、前記開扉レールに対して移動自在に接触させた押付体で、前記開扉レールに対して下側から押付力を付与する開扉機構とを備えることを特徴とする扉自動開閉装置。

（１）請求項１の「発明の効果」を想定して、それを示しなさい。
（２）前記（１）で述べた「発明の効果」と同じ効果を得られ、請求項１には含まれない構造を請求項２として示しなさい。
（３）前記（１）で述べた「発明の効果」をもとに、請求項１の発明で可能となると思われる商品の顧客における価値を示しなさい。
 【解答】
（１）電源供給なしで開閉可能な自動ドアが実現できる。
（２）昇降自在に配置された踏板と、
前記踏板の下部に設置され、踏板からの押圧力に応じて電気を発生する発電手段と、
前記発電手段が発生する電気を蓄電する蓄電池と、
前記扉の閉方向にかけて下降傾斜して前記扉を常に閉方向に移動させる力を作用させる扉レールと、
前記踏板への押圧力が所定値以上の期間およびその直後の一定時間の間、前記蓄電池の電力を用いて前記扉の開方向に向けて前記扉に対して移動自在に接触させた押付体で、押付力を付与する開扉機構と
を備えることを特徴とする
扉自動開閉装置。
（３）低コストでしかも運転費用がいらず、二酸化炭素排出量の増加のない自動ドア商品である。
【著者連絡先】
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